
各ブロックの広域地方計画（検討中）の主なポイント

東北圏の基幹産業・地場産業である農業等の収益
力向上

 ⇒にいがた発「Ｒ１０プロジェクト」など、米粉を原料
 とする製品開発などを通じた米の消費拡大の推進
次世代自動車関連産業や観光交流拡大による新た
な成長の実現

 ⇒産学官のTOHOKUものづくりコリドーにおける次
 世代自動車の研究開発、「日本のふるさと・原風
 景」の体験・滞在型観光圏の形成
リサイクル産業の集積等を活かした環境先進圏の
実現

 ⇒将来のレアメタル回収に備えた使用済小型電気・
 電子機器の広域的回収システムの構築

東
北
圏

国際ビジネス拠点強化
 ⇒国際コンベンション誘致、外国人ビジネスマンの
 生活環境整備、情報インフラ等オフィスの高機能化

産業イノベーション創出
 ⇒我が国最大のＩＴ関連産業、研究開発施設、地域
 集積技術のネットワーク形成による産業イノベー
 ションの創出

ゲートウェイ機能強化
 ⇒首都圏空港、京浜港等の機能強化とアクセスの
 改善

医薬、繊維などのリーディング産業化
 ⇒東西医学融合医療モデル構築、診断機器の新技
 術開発などのライフサイエンス研究開発拠点づくり

環日本海諸国と直結する人・ものの交流の創出
 ⇒東海北陸道、北陸新幹線等を活用した広域的な
 物流、観光交流の創出、北陸諸港の共同ポート
 セールス

「暮らしやすさ日本一」の取組
 ⇒ＬＲＴ、路面電車、シャトルバス等の公共交通の利
 便性向上、ワークライフバランス企業の活動支援

文化首都圏の形成
 ⇒関西ブランド「ほんまもん」の創生・情報発信、平
 城遷都1300年祭を通じた文化交流

「知の拠点」の形成
 ⇒関西広域バイオメディカルクラスターの形成、アジ
 ア研究の拠点形成、「食の大学院 （仮称）」構想
 の推進、知的交流を支える国際アクセス機能強化

「ほんまもん」を巡る観光の推進
 ⇒山陰海岸ジオパーク、熊野古道等を核とした観光
 ルートの開発

ものづくり産業などのリノベーションの促進
 ⇒コンビナートの統合的運用、川上・川下企業が連
 携した技術開発や外資系企業の誘致促進

中山間地域等の暮らしの安心確保
 ⇒中山間地域等の生活サービス機能を集約したワ
 ンストップ拠点の構築、医療・福祉ネットワークの
 充実

瀬戸内海・日本海沿岸における国際交流機能強化
 ⇒国際航路の充実、港湾整備を契機とする経済交
 流の支援

緑の島四国の森林との共生
 ⇒ 「ＣＯ２吸収認証制度」の四国圏全体における導
入の推進、木質バイオマスの利用促進

きらり輝く技術力・健康支援産業クラスターの形成
 ⇒ＬＥＤ、希少糖等における技術開発のファンド助成
 等による支援、企業と大学の連携による人材育成

「瀬戸内フィールドミュージアム」の形成
 ⇒チャーター便の運行等による瀬戸内海クルーズ
 船観光の推進や景観計画の策定推進

東アジア（環黄海）経済圏の確立
 ⇒環黄海経済・技術交流会議等を通じた貿易・投資、
 技術・人材等の経済交流の推進

国際的に魅力ある食の先進地、一大観光地として
の発展

 ⇒ 「あまおう」など海外でも魅力的な農産物等の生
 産地づくり、九州新幹線や韓国高速鉄道等を活用
 した福岡・釜山の観光連携の推進

九州圏を牽引する成長産業群の形成
 ⇒半導体産業と自動車産業の融合に向けたカーエ
 レクトロニクス研究開発拠点づくりの推進
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豊かな自然とともに力強く成長する
ふるさと「東北にっぽん」の創造

世界の経済・社会をリードする風格ある圏域づくり

「暮らしやすさ日本一」
自然と資源を活かした環日本海交流の中枢拠点

ものづくりと環境貢献で
日本のロータリーとして世界のまんなかへ

知と文化の「ほんまもん関西」の復権
瀬戸内海・日本海に臨む基幹産業と
山里の資源で創る交流圏域

癒やしときらり輝く産業のしま・四国の創造
東アジアとともに発展し、

活力と魅力あふれる国際フロンティア九州

◆ものづくり産業の競争力強化
⇒海外企業との連携強化による既存産業の高度化、
国内外を結びつける国際ゲートウェイ機能と高速
ネットワーク機能の強化

◆次世代産業の育成
⇒航空宇宙産業や光技術、高機能デバイス産業な
ど研究・産業集積の強化

◆環境への貢献
⇒水素、バイオマス等の新エネルギーの研究開発
拠点の形成
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